
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鉄、銅、亜鉛、アルミニウム及びこれらの混合物よりなる群から選択される金属を

単純金属化合物と、エチレンジアミンジこはく酸、エチレンジアミンジこはく酸の異
性体、エチレンジアミンジこはく酸の塩、エチレンジアミンジこはく酸の金属錯体及びこ
れらの混合物よりなる群から選択される活性強化性添加剤と、軟体動物に食べられるキャ
リアー物質とを含む軟体動物の胃毒組成物であって、その軟体動物胃毒が軟体動物により
摂取されると軟体動物を殺生するのに有効であるようにした前記の軟体動物胃毒組成物。
【請求項２】
　エチレンジアミンジこはく酸の塩がアルカリ金属塩、アルカリ土類金属塩、アンモニウ
ム塩、置換アンモニウム塩及びこれらの混合物よりなる群から選択される請求項１に記載
の組成物。
【請求項３】
　軟体動物駆除共活性成分も更に含む請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　軟体動物駆除共活性成分がメタアルデヒド、メチオカルブ、カルバリル、イソラン、メ
クスカルベート、メルカプトジメサル、ニクロサミド、トリフェンモルフ、カルボフラン
、アナルカルド酸、諸物由来のサポニン及びこれら混合物よりなる群から選択される請求
項３に記載の組成物。
【請求項５】
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　ｐＨ調節剤を更に含む請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　ｐＨ調節剤が炭酸カルシウム、炭酸カリウム、水酸化カリウム、アスコルビン酸、酒石
酸及びくえん酸よりなる群から選択される請求項５に記載の組成物。
【請求項７】
　ｐＨが５～９の範囲にある請求項５に記載の組成物。
【請求項８】
　金属対餌添加剤のモル比が１：０．０２～１：５８の範囲にある請求項１に記載の組成
物。
【請求項９】
　金属が単純金属化合物中に２００～２０，０００ｐｐｍの濃度で存在する請求項１に記
載の組成物。
【請求項１０】
　活性強化性添加剤が組成物の０．２～６．０重量％の範囲の濃度で存在する請求項１に
記載の組成物。
【請求項１１】
　キャリアーが軟体動物の食物である請求項１に記載の組成物。
【請求項１２】
　軟体動物の食物が小麦粉、小麦穀物、寒天、ゼラチン、オイルケーキ、ペットフード用
小麦、大豆、オート麦、トウモロコシ、シトラスマッシュ、米、果実、魚副生品、糖類、
被覆植物種子、被覆穀類種子、カゼイン、血液粉末、骨粉、酵母、脂肪、ビール産品及び
これら混合物よりなる群から選択される請求項１１に記載の組成物。
【請求項１３】
　軟体動物の食物が５０：５０～９０：１０の範囲の骨粉対小麦粉の比率を有する骨粉－
小麦粉混合物である請求項１１に記載の組成物。
【請求項１４】
　単純金属化合物が還元された元素状の鉄、鉄蛋白質、鉄塩、鉄炭水化物、銅蛋白質、銅
塩、銅炭水化物、亜鉛蛋白質、亜鉛塩、亜鉛炭水化物、アルミニウム蛋白質、アルミニウ
ム塩、アルミニウム炭水化物及びこれら混合物よりなる群から選択される請求項１に記載
の組成物。
【請求項１５】
　単純金属化合物が酢酸鉄、塩化鉄、燐酸鉄、燐酸鉄／くえん酸ナトリウム混合物、燐酸
鉄ナトリウム、ピロ燐酸鉄、硝酸鉄、硫酸鉄アンモニウム、鉄アルブミネート、硫酸鉄、
硫化鉄、コリンクエン酸鉄、グロセロ燐酸鉄、くえん酸鉄、くえん酸鉄アンモニウム、フ
マル酸鉄、グルコン酸鉄、乳酸鉄、サッカリン酸鉄、鉄フラクテート、鉄デキストレート
、こはく酸鉄、酒石酸鉄、酢酸銅、塩化銅、燐酸銅、ピロ燐酸銅、硝酸銅、硫酸銅アンモ
ニウム、銅アルブミネート、硫酸銅、グルコン酸銅、乳酸銅、サッカリン酸銅、銅フラク
テート、銅デキストレート、酢酸亜鉛、塩化亜鉛、燐酸亜鉛、ピロ燐酸亜鉛、硝酸亜鉛、
硫酸亜鉛アンモニウム、亜鉛アルブミネート、硫酸亜鉛、グルコン酸亜鉛、乳酸亜鉛、サ
ッカリン酸亜鉛、亜鉛フラクテート、亜鉛デキストレート、酢酸アルミニウム、塩化アル
ミニウム、燐酸アルミニウム、ピロ燐酸アルミニウム、硝酸アルミニウム、硫酸アルミニ
ウムアンモニウム、アルミニウムアルブミネート、硫酸アルミニウム、グルコン酸アルミ
ニウム、乳酸アルミニウム、サッカリン酸アルミニウム、アルミニウムフラクテート及び
アルミニウムデキストレートよりなる群から選択される請求項１４に記載の組成物。
【請求項１６】
　肥料物質並びに鉄、銅、亜鉛、アルミニウム及びこれらの混合物よりなる群から選択さ
れる金属を 単純金属化合物と、エチレンジアミンジこはく酸、エチレンジアミン
ジこはく酸の異性体、エチレンジアミンジこはく酸の塩、エチレンジアミンジこはく酸の
金属錯体及びこれらの混合物よりなる群から選択される活性強化性添加剤と、軟体動物に
食べられるキャリアー物質とを含む環境上許容できる軟体動物駆除剤組成物を含む組成物
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であって、軟体動物の胃毒が軟体動物により摂取されると軟体動物を殺生するのに有効で
あるようにした組成物。
【請求項１７】
　肥料が顆粒状肥料である請求項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　エチレンジアミンジこはく酸第二鉄、エチレンジアミンジこはく酸第一鉄、エチレンジ
アミンジこはく酸銅、エチレンジアミンジこはく酸亜鉛、エチレンジアミンジこはく酸ア
ルミニウム及びこれら混合物よりなる群から選択される金属化合物と、軟体動物に食べら
れるキャリアー物質とを含む摂取可能な軟体動物駆除剤組成物。
【請求項１９】
　キャリアー物質が軟体動物の食物である請求項１８に記載の組成物。
【請求項２０】
　共活性の軟体動物駆除剤を更に含む請求項１８に記載の組成物。
【請求項２１】
　共活性軟体動物駆除剤がメタアルデヒド、メチオカルブ、カルバリル、イソラン、メク
スカルベート、メルカプトジメサル、ニクロサミド、トリフェンモルフ、カルボフラン、
アナルカルド酸、植物由来のサポニン及びこれら混合物よりなる群から選択される請求項
２０に記載の組成物。
【請求項２２】
　金属が金属化合物中に組成物の０．５～９．０重量％の範囲の濃度で存在する請求項１
８に記載の組成物。
【請求項２３】
　肥料物質を更に含む請求項１８に記載の組成物。
【請求項２４】
　鉄、銅、亜鉛、アルミニウム及びこれらの混合物よりなる群から選択される金属を含め
て単純金属化合物と、エチレンジアミンジこはく酸、エチレンジアミンジこはく酸の異性
体、エチレンジアミンジこはく酸の塩、エチレンジアミンジこはく酸の金属錯体及びこれ
らの混合物よりなる群から選択される活性強化性添加剤と、軟体動物に食べられるキャリ
アー物質とを含む軟体動物駆除剤組成物を準備し、
　該軟体動物駆除剤組成物を軟体動物がはびこった領域に適用し、
　軟体動物に該軟体動物駆除剤組成物を摂取させる
工程を含む、望まれない軟体動物害虫を駆除する方法。
【請求項２５】
　エチレンジアミンジこはく酸第二鉄、エチレンジアミンジこはく酸第一鉄、エチレンジ
アミンジこはく酸銅、エチレンジアミンジこはく酸亜鉛、エチレンジアミンジこはく酸ア
ルミニウム及びこれら混合物よりなる群から選択される金属化合物と、軟体動物に食べら
れるキャリアー物質とを含む軟体動物駆除剤組成物を準備し、
　該軟体動物駆除剤組成物を軟体動物がはびこった領域に適用し、
　軟体動物に該軟体動物駆除剤組成物を摂取させる
工程を含む、望まれない軟体動物害虫を駆除する方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
発明の分野
本発明は、害虫駆除用配合物、詳しくは、軟体動物における金属毒の吸収効率を高めるこ
とによって害虫の軟体動物を駆除するのに有効な組成物に関する。
【０００２】
発明の背景
ナメクジや巻貝（カタツムリ）のような陸生の有肺腹足類は、商業的な農業及び園芸圃場
並びに庭園を冒す重大な植物害虫である。これらの有機体は、雑食性であって、その毎日
の食あさりの間に多量の草木物を消費する。従って、それらは成長サイクルの全ての段階
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の間に野菜の圃場やプラント作物にもひどい損害を与える恐れがある。それらの破壊的な
潜在能力のために、成長植物の適正な保護を図るためにはその駆除対策が使用されなけれ
ばならない。
【０００３】
フレッシュウオーター巻貝であるＢｕｌｉｎｓｕ　ｓｐ．、Ｂｕｌｉｎｓｕ、Ｂｉｏｍｐ
ｈａｌａｒｉａ及びＯｎｃｏｍｅａｎｉａを含めて水生の軟体動物並びに寄生虫（例えば
、Ｓｃｈｉｓｔｏｓｏｍａ）の媒介も害虫である。水性の軟体動物は、多数の合成及び植
物性の化合物によって駆除される。
陸生の有肺腹足類及び水性の軟体動物をここではまとめて“軟体動物”と称する。
【０００４】
害虫である軟体動物を駆除するための多種のアプローチが使用されてきた。多分、最も共
通しているのは、軟体動物駆除剤と称される毒性化合物の使用である。軟体動物駆除剤は
、食卓塩（ＮａＣｌ）、砒酸カルシウム、硫酸銅及びメタアルデヒドを含めて多種多様な
グループの化合物を包含する。軟体動物駆除剤は、その作用の態様によって、二つの主要
なグループ：（１）接触毒又は（２）摂取毒に分けられる。接触毒としては、軟体動物駆
除剤は、外部適用によるか又は軟体動物が地上の餌を横切る結果としてのいずれかにより
軟体動物の外部と物理的に接触しなければならない。毒は、軟体動物の蛋白質性粘液層に
取り上げられ、軟体動物の体内に致死的割合に達するまで蓄積する。接触型の軟体動物駆
除剤の主たる欠点の一つは、軟体動物駆除剤が化学薬品により物理的に接触されないなら
ば、それらは殆ど効果を有しないということである。ナメクジ又は巻貝が接触型軟体動物
駆除剤の適用後に隠れたり又は他の領域に移動するならば、それらは影響を受けないであ
ろう。
【０００５】
接触毒として及び摂取毒として共に作用する少ない化合物の一つはメタアルデヒドである
。この化合物は、長期持続性の餌として普通に使用され、軟体動物を引き付け、化合物の
摂取後に軟体動物を殺生する。メタアルデヒドは、その高い有効性及びその商業的な人気
にも係わらず、高等哺乳類にとって毒性であり、米国及びヨーロッパでは家畜中毒の主た
る原因である。
【０００６】
亜鉛、アルミニウム、銅及び鉄を含めて重金属は、どれも軟体動物にとって毒性であり、
塩又はキレートの形で接触毒として使用するときに有効な軟体動物駆除剤であることが知
られている（ヘンダーソン他、１９９０）。しかし、それらの殆どは、多分それらの化合
物の多くが軟体動物の口に合わず、有効とするのに十分な量で摂取されないために、商業
的に不成功であった。最近、ヘンダーソン他（英国特許出願２２０７８６６Ａ）は、アル
ミニウムとペンタンジオン化合物との及び鉄とニトロソ化合物との特定の錯体が摂取毒と
して及び接触毒として共に作用することを発見した。米国特許第５，４３７，８７０号（
パリッチ他）は、キャリアー（例えば、餌）、単純鉄化合物及び第二成分を有する摂取可
能な軟体動物毒を開示している。この第二成分は、エチレンジアミンテトラ酢酸（ＥＤＴ
Ａ）、ＥＤＴＡの塩、ヒドロキシエチレントリアミンジ酢酸（ＨＥＤＴＡ）又はＨＥＤＴ
Ａの塩であることができる。また、オーストラリア特許第７７４２０／９８は、金属錯体
（即ち、鉄ＥＤＴＡ）及びキャリアーを含む胃に作用する軟体動物駆除剤を開示している
。
【０００７】
金属系の摂取毒によれば、ナメクジは、致死限界値に達するのに十分に多量に毒を食べ吸
収しなければならない。これらの化合物は、これらがナメクジにとって常に口に合わない
ために、摂取毒の場合よりも処方し使用するのが一層困難である。これらの化合物は、有
効であるためには、殺虫剤効果を生じさせるのに十分に高いレベルで軟体動物の消化管内
に摂取され消化さらなければならない。しかし、このような軟体動物駆除剤の活性は、ナ
メクジが致死量を摂取する前に早まって病的になって毒を餌にするのを止めてしまわない
ように作用するのに十分に遅くなければならない（ヘンダーソン及びパーカー、１９８６
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）。接触毒（例えば、硫酸アルミニウム、硫酸銅、硼砂など）の多くは、ナメクジへの引
止めのために摂取毒としては有用ではない。
従って、軟体動物による毒の摂取を妨げることなく胃に作用する軟体動物毒の吸収を高め
る組成物を提供することが望ましい。
【０００８】
発明の概要
本発明は、単純金属化合物と、金属の活性及び吸収を高める添加剤と、軟体動物に食べら
れるキャリアー物質とを含む軟体動物の胃毒組成物を提供する。この組成物は軟体動物に
より摂取されると軟体動物を殺生するのに有効である。
【０００９】
単純金属化合物は、鉄、銅、亜鉛、アルミニウム及びこれらの混合物よりなる群から選択
される金属を包含することができる。用語“鉄”とは、ここで使用するときは、鉄の第二
鉄及び第一鉄の両形態をいうものと理解されたい。活性強化性添加剤は、エチレンジアミ
ンジこはく酸、エチレンジアミンジこはく酸の異性体、エチレンジアミンジこはく酸の塩
、エチレンジアミンジこはく酸の金属錯体及びこれらの混合物よりなる群から選択される
化合物である。キャリアー物質は、軟体動物に食べられるものであり、好ましくは軟体動
物の食物である。
【００１０】
別の具体例では、組成物は、エチレンジアミンジこはく酸又はその異性体の金属錯体を含
む。錯体を形成できる金属は鉄、銅、亜鉛及びアルミニウムを包含する。
【００１１】
更に別の具体例では、軟体動物の毒組成物は、メタアルデヒドのような共活性の成分も含
有する。さらに他の具体例では、組成物は顆粒状肥料のような肥料配合物を含有し又はこ
れと併用することができる。
【００１２】
用語“軟体動物”とは、ここで使用するときは、陸生及び水生の軟体動物の双方をいうも
のとする。
【００１３】
発明の具体的な説明
本発明は、摂取可能な軟体動物の毒である組成物を提供する。一具体例では、この組成物
は、単純金属化合物と、金属化合物の効能を増大させるものと信じられる活性強化性添加
剤と、軟体動物に食べられるキャリアーとを含有する。追加の処方物強化性添加剤も含有
することができる。このような化合物の例は、ｐＨ調節性化合物、保存剤、抗微生物剤、
食刺激剤及び味覚変更剤を包含する。
【００１４】
単純金属化合物は、鉄、銅、亜鉛、アルミニウム又はこれらの混合物のような金属を含有
するものである。このような化合物は、還元された元素状の鉄、金属蛋白質（例えば、鉄
蛋白質、銅蛋白質、亜鉛蛋白質、アルミニウム蛋白質）、金属塩（例えば、鉄塩、銅塩、
亜鉛塩、アルミニウム塩、これら混合物）、金属炭水化物（例えば、鉄炭水化物、銅炭水
化物、亜鉛炭水化物、アルミニウム炭水化物及びこれら混合物）であることができる。こ
のような化合物の特定の例としては、酢酸鉄、塩化鉄、燐酸鉄、燐酸鉄／くえん酸ナトリ
ウム混合物、燐酸鉄ナトリウム、ピロ燐酸鉄、硝酸鉄、硫酸鉄アンモニウム、鉄アルブミ
ネート、硫酸鉄、硫化鉄、コリンクエン酸鉄、グロセロ燐酸鉄、くえん酸鉄、くえん酸鉄
アンモニウム、フマル酸鉄、グルコン酸鉄、乳酸鉄、サッカリン酸鉄、鉄フラクテート、
鉄デキストレート、こはく酸鉄、酒石酸鉄、酢酸銅、塩化銅、燐酸銅、ピロ燐酸銅、硝酸
銅、硫酸銅アンモニウム、銅アルブミネート、硫酸銅、グルコン酸銅、乳酸銅、サッカリ
ン酸銅、銅フラクテート、銅デキストレート、酢酸亜鉛、塩化亜鉛、燐酸亜鉛、ピロ燐酸
亜鉛、硝酸亜鉛、硫酸亜鉛アンモニウム、亜鉛アルブミネート、硫酸亜鉛、グルコン酸亜
鉛、乳酸亜鉛、サッカリン酸亜鉛、亜鉛フラクテート、亜鉛デキストレート、酢酸アルミ
ニウム、塩化アルミニウム、燐酸アルミニウム、ピロ燐酸アルミニウム、硝酸アルミニウ
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ム、硫酸アルミニウムアンモニウム、アルミニウムアルブミネート、硫酸アルミニウム、
グルコン酸アルミニウム、乳酸アルミニウム、サッカリン酸アルミニウム、アルミニウム
フラクテート及びアルミニウムデキストレートが含まれる。用語“鉄”とは、ここで使用
するときは、この元素の第二鉄及び第一鉄の形の双方をいうものと理解されたい。
【００１５】
上で述べたように、活性強化性添加剤は、金属の消化吸収を高めることによって金属化合
物の効能を向上させるものである。好ましい活性強化性添加剤は、共にその天然産及び合
成の形態のエチレンジアミンジこはく酸（ＥＤＤＳ）である。更に、活性強化性添加剤は
、エチレンジアミンジこはく酸の異性体、エチレンジアミンジこはく酸の塩類、エチレン
ジアミンジこはく酸の金属錯体及びこれらの混合物の形であることができる。
【００１６】
ＥＤＤＳ、その異性体及びその誘導体のような活性強化性添加剤は、単純金属化合物を軟
体動物の消化管から動物の内部器官に迅速に吸収させるのに寄与するものと信じられる。
これが軟体動物の細胞一体性の迅速で不可逆的な破壊をもたらし、これが植物物質を食べ
続けるのを妨げ、究極的には死に至らせる。ＥＤＤＳは、金属を軟体動物の体全体に自由
に且つ急速に分散させることにより軟体動物の消化器系の一部を冒すものと信じられる。
このような金属の過剰負荷の結果が軟体動物組織の病理学的危機の原因となる。
【００１７】
ＥＤＤＳは、天然に産し、また放線菌類のＡｍｙｃｏｌａｔｏｐｓｉｓ　ｊａｐｏｎｉｃ
ｕｍ　ｓｐ．ｎｏｖ．を含めて多くの微生物によって産生される六座配位子である（錦織
他、Ｊ．Ａｎｔｉｂｉｏｔ．３７：４２６－４２７（１９９４）；グッドフェロウ他、Ｓ
ｙｓｔｅｍａｔｉｃｓ　ａｎｄ　Ａｐｐｌｉｅｄ　Ｍｉｃｒｏｂｉｏｌｏｇｙ　２０：７
８－８４（１９９７））。この化合物の分子式は、酸についてＣ 1 0Ｈ 1 6Ｎ 2Ｏ 2であり、ト
リナトリウム塩についてＣ 1 0Ｈ 1 3Ｎ 2Ｏ 8Ｎａ 3である。酸は２９２．２５の分子量を有す
るが、トリナトリウム塩は３５８．１９である。この化合物は３個の異性体［Ｒ，Ｒ］、
［Ｒ，Ｓ／Ｓ，Ｒ］及び［Ｓ，Ｓ］で存在できる。また、ＥＤＤＳは、米国特許第５，５
５４，７９１号に開示されているように、Ｌ－アスパラギン酸と１，２－ジハロエタンと
の反応により合成することができる。
【００１８】
ＥＤＤＳは、アソシエーテッド・オクテル社より商品名“Ｏｃｔａｑｕｅｓｔ”（登録商
標）として販売されるトリナトリウム塩化合物として商業的に開発された。この化合物は
、キレート化剤として働くように金属と錯化する能力を有する。それは、容易に生物分解
するという利点を有し、環境に残存しない（ショワネック他、Ｃｈｅｍｏｓｐｈｅｒｅ３
４：２３７５－２３９１（１９９７））。従って、米国特許第４，７０４，２３３号に開
示されるように洗濯用洗剤における界面活性剤として使用することが提案された。
【００１９】
本発明に従って活性強化性添加剤として作用できるエチレンジアミンジこはく酸の有用な
塩類は、この化合物のアルカリ金属塩、アルカリ土類金属塩、アンモニウム塩及び置換ア
ンモニウム塩並びにこれらの混合物を包含する。好ましい塩としては、ナトリウム、カリ
ウム及びアンモニウム塩が含まれる。
【００２０】
また、活性強化性添加剤は、エチレンジアミンジこはく酸の金属錯体の形であることがで
きる。このような錯体の例は、鉄ＥＤＤＳ錯体、並びにＥＤＤＳの銅、亜鉛及びアルミニ
ウムの錯体を包含する。一具体例では、組成物は、別成分として単純金属化合物なしで使
用することができる。その代わりに、化合物はＥＤＤＳの金属錯体の形で使用でき、その
金属は鉄、銅、亜鉛及びアルミニウムから選ばれる。
【００２１】
好適なキャリアー物質は、軟体動物に食べられるものである。軟体動物の食物がキャリア
ー物質の好ましいタイプの例である。好適な軟体動物の食物キャリアーの例は、小麦粉、
小麦穀物、寒天、ゼラチン、オイルケーキ、ペットフード用小麦、大豆、オート麦、トウ
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モロコシ、シトラスマッシュ、米、果実、魚副生品、糖類、被覆植物種子、被覆穀類種子
、カゼイン、血液粉末、骨粉、酵母、脂肪、ビール産品及びこれら混合物を包含する。特
に有用な軟体動物の食物の例は、５０：５０～９０：１０の範囲の骨粉対小麦粉の比率を
有する骨粉－小麦粉混合物並びに約９０：１０～９５：５の範囲の小麦粉対糖類の比率で
小麦粉と糖類から形成されるものがある。
【００２２】
前記したようなその他の化合物も処方物強化性添加剤として組成物に添加することができ
る。このような化合物には、保存剤又は抗微生物剤、食刺激剤、防水剤、味覚変更剤及び
ｐＨ調節剤が含まれる。
【００２３】
保存剤の例としては、ペンシルバニア州フィラデルフィアのローム＆ハース社から入手で
きるＬｅｇｅｎｄ　ＭＫ（登録商標）及びドイツ、メニンゲン／アルゴウのＤｒ．レーマ
ン社から入手できるＣＡ－２４が含まれる。このような保存剤は、約１０～７５０ｐｐｍ
の範囲の濃度で処方物に添加されるべき原料溶液を形成するように通常は水と混合するこ
とができる。
【００２４】
食刺激剤を組成物に添加して軟体動物を惹き付け、軟体動物が組成物を常食するように誘
発させることができる。糖類、酵母生成物及びカゼインを含めて種々の食刺激剤を使用す
ることができる。蔗糖のような糖類が中でも好ましい食刺激剤である。これらの添加剤は
、通常乾燥形態で組成物に配合される。典型的には、それらは、全組成物の約１～２．５
重量％で組成物に添加することができる。
【００２５】
防水剤は、バインダーとしても作用でき、組成物の耐候性を向上させるために組成物に添
加することができる。これらは、典型的には、ワックス物質及びその他の炭水化物のよう
な水不溶性化合物である。好適な防水剤の例は、パラフィンワックス、ステアリン酸塩、
蜜蝋及び類似の化合物である。好ましいワックス化合物の一つは、カナダ、オンタリオ州
、スカボローのコンロス社から入手できるＰＡＲＯＷＡＸ（登録商標）である。防水剤は
、組成物に乾燥形態で、全組成物の約５～１２重量％で配合することができる。
【００２６】
また、組成物を人間やペットのような動物の口に合わないようにさせる味覚変更用化合物
を組成物内に含有させることが望ましい。組成物の例は、悔い味覚を有するものを包含す
る。このような化合物の一つは、スコットランド、エジンバラのマクファーレン社からＢ
ＩＴＲＥＸ（登録商標）として商業的に入手できる。これらの化合物は、非常に低濃度で
添加される。例えば、０．１％ＢＩＴＲＥＸ溶液を全組成物の約１～２重量％で組成物に
添加することができる。
【００２７】
有用なｐＨ調節剤は、炭酸カルシウム、炭酸カリウム、水酸化カリウム、アスコルビン酸
、酒石酸及びくえん酸を含む。このような添加剤は、約０．２～５．０重量％の範囲の濃
度で使用することができ、ｐＨを約５～９の範囲内に調節するのに有効であるべきである
。
【００２８】
単純金属化合物中の金属対活性強化性添加剤のモル比は、約１：０．０２～１：５８の範
囲内にあることができる。更に好ましくは、この範囲は、１：０．３～１：１２の範囲内
にある。更に、単純金属化合物中の金属は約２００～２０，０００ｐｐｍ（０．０２～２
．０重量％）の濃度で存在できるが、活性強化性添加剤は約２，０００～６０，０００ｐ
ｐｍ（組成物の０．２～６重量％）の濃度で存在できる。濃度範囲の一例は、金属につい
ては組成物の約０．１～０．５重量％、ＥＤＤＳ化合物については約０．８～６．０重量
％である。
【００２９】
組成物が単純金属化合物なしで、即ち、ＥＤＤＳの金属錯体の形で使用される場合には、
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金属錯体は５０００～９０，０００ｐｐｍ（０．５～９．０重量％）で存在できる。
【００３０】
一具体例として、組成物は、共活性の軟体動物駆除剤を含有することができる。このよう
な共活性の軟体動物駆除剤の一例はメタアルデヒドである。その他の可能性ある共活性の
軟体動物駆除剤は、メチオカルブ、カルバリル、イソラン、メクスカルベート、メルカプ
トジメサル、ニクロサミド、トリフェンモルフ、カルボフラン、アナルカルド酸、植物由
来のサポニンを包含する。このような共活性成分は、組成物に約０．２～５．０重量％の
範囲の濃度で添加することができる。
【００３１】
更に別の具体例では、組成物は、実質的に任意の植物肥料のような肥料を含有することが
できる。好適な肥料は典型的には顆粒状であり、有用な肥料の一例はアリゾナ州、スコッ
ツデールのアイロナイト・プロダクツ社から入手できるＩｒｏｎｉｔｅ（登録商標）であ
る。肥料は、存在するときは、組成物の約０．５～１０．０重量％の濃度で使用すること
ができる。
【００３２】
本発明の組成物は典型的には乾燥形態で使用され、組成物の構成成分の多くは乾燥形態で
含有される。しかし、成分が容易に配合できるようにドウを形成させるのに十分な量の水
を組成物内に含有させることがしばしば有用である。水は、典型的には、全組成物の約１
５～６０重量％の濃度で添加される。しかし、水は、典型的には、軟体動物駆除剤の餌を
使用する前にこれを加熱し乾燥することによって追い出される。また、組成物は、特に組
成物がＥＤＤＳの金属錯体を利用する場合には、液体として処方することができる。
【００３３】
上記したように、本発明の組成物は、典型的には、粉末、顆粒、キューブ又はペレットの
ような乾燥した散布可能な形態で使用される。組成物は、軟体動物がたかった領域に又は
その周囲に並びに軟体動物の蔓延を防止しようとする領域に散布することができる。水生
の軟体動物を駆除するために使用するときは、組成物は軟体動物が住んでいる環境に単に
添加することができる。
【００３４】
組成物を製造するためには、好適な量の単純金属化合物及び活性強化性添加剤を乾燥形態
で乾燥キャリアー物質と配合することができる。しかる後、その他の乾燥成分（例えば、
食刺激剤及び防水剤）が配合され、餌と混合される。次いで、好適な量の液状添加剤（例
えば、保存剤、味覚変更剤及び水）が乾燥混合物に添加されてドウを形成させる。餌はプ
ラスチックラップのようなもので被覆され、加熱することができる。好ましい加熱技術の
一つは、電子オーブンで３０秒～１０分間加熱することによる。加熱後、ドウは食品粉砕
機で加工処理して軟体動物駆除剤組成物のストランドを得ることができる。次いで、この
物質を昇温下に又は周囲温度で乾燥し、これは粉末、ペレット又は顆粒のような所望の形
態にすることができる。
【００３５】
一例の軟体動物駆除剤組成物は以下のように製造することができる。まず、金属化合物、
例えば鉄炭水化物又は鉄塩を穀物粉末（小麦粉）中に１０００～２０，０００ｐｐｍの金
属ｗｔ／ｗｔで乾式配合させる。次いで、この粉末に乾燥ＥＤＤＳ又はそのナトリウム塩
を添加した鉄の量に対してモルレベルで添加する。このレベルは、約１：０．０２～１：
５８の比率の範囲で金属：ＥＤＤＳモル比の範囲で変えることができる。ＥＤＤＳは混合
物に連続的に攪拌しながら添加される。その他の成分、例えば抗微生物剤（Ｌｅｇｅｎｄ
（登録商標））、防水剤及び食刺激剤（例えば、砂糖）を混合物に添加することができる
。水溶性添加剤が水に溶解され、次いでこの水は乾燥小麦／鉄化合物＋ＥＤＤＳの混合物
中に配合される。ドウは粉砕装置で十分に混合され、ヌードルの形に押出される。生じた
餌は４０℃で２４時間乾燥されてから試験される。
【００３６】
金属錯体は、実質的に任意の可溶性金属化合物、例えば硫酸第一鉄を可溶性のＥＤＤＳ又
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はＥＤＤＳの実質的に任意の可溶性誘導体と結合させることにより合成することができる
。この結合に続いて、ｐＨを水酸化カリウムの濃溶液のような適当な薬剤により調節する
ことができる（例えば、約５～９の範囲に）。例示できる金属化合物には、還元された元
素状の鉄、金属蛋白質（例えば、鉄蛋白質、銅蛋白質、亜鉛蛋白質、アルミニウム蛋白質
）、金属塩（例えば、鉄塩、銅塩、亜鉛塩、アルミニウム塩、これら混合物）、金属炭水
化物（例えば、鉄炭水化物、銅炭水化物、亜鉛炭水化物、アルミニウム炭水化物及びこれ
ら混合物）であることができる。このような化合物の特定の例としては、酢酸鉄、塩化鉄
、燐酸鉄、燐酸鉄／くえん酸ナトリウム混合物、燐酸鉄ナトリウム、ピロ燐酸鉄、硝酸鉄
、硫酸鉄アンモニウム、鉄アルブミネート、硫酸鉄、硫化鉄、コリンクエン酸鉄、グロセ
ロ燐酸鉄、くえん酸鉄、くえん酸鉄アンモニウム、フマル酸鉄、グルコン酸鉄、乳酸鉄、
サッカリン酸鉄、鉄フラクテート、鉄デキストレート、こはく酸鉄、酒石酸鉄、酢酸銅、
塩化銅、燐酸銅、ピロ燐酸銅、硝酸銅、硫酸銅アンモニウム、銅アルブミネート、硫酸銅
、グルコン酸銅、乳酸銅、サッカリン酸銅、銅フラクテート、銅デキストレート、酢酸亜
鉛、塩化亜鉛、燐酸亜鉛、ピロ燐酸亜鉛、硝酸亜鉛、硫酸亜鉛アンモニウム、亜鉛アルブ
ミネート、硫酸亜鉛、グルコン酸亜鉛、乳酸亜鉛、サッカリン酸亜鉛、亜鉛フラクテート
、亜鉛デキストレート、酢酸アルミニウム、塩化アルミニウム、燐酸アルミニウム、ピロ
燐酸アルミニウム、硝酸アルミニウム、硫酸アルミニウムアンモニウム、アルミニウムア
ルブミネート、硫酸アルミニウム、グルコン酸アルミニウム、乳酸アルミニウム、サッカ
リン酸アルミニウム、アルミニウムフラクテート及びアルミニウムデキストレートが含ま
れる。ＥＤＤＳの例示できる誘導体には、エチレンジアミンジこはく酸の異性体、アルカ
リ金属、アルカリ土類金属、アンモニウム、置換アンモニウムの塩、これらの塩類の混合
物を含めてエチレンジアミンジこはく酸の塩類、エチレンジアミンジこはく酸の金属錯体
並びにこれらの混合物が含まれる。
【００３７】
以下の実施例は、本発明をさらに例示するためのものである。
【００３８】
例１
桶を使用する試験を、２０匹のＤｅｒｏｃｅｒａｓ　ｒｅｔｉｃｕｌａｔｕｍを使用し、
桶１個当たり２本のレタス植物、鉄による処理１回当たり３個の桶及び対照例のための２
個の桶を使用して設定した。堆肥土壌を使用して桶の底部を覆った。ナメクジを野原から
集め、桶に２ｇの餌と共に加えた。下記の表に記載したタイプの餌は使用の前日に作った
。
【００３９】
【表１】
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桶は評価期間中はグリーンハウスに入れた。処理してから３日後及び７日後にデータを集
め、得られた結果を以下の表１及び２に示す。
【００４０】
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４１】
【表３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４２】
例２
桶を使用する試験を、１５匹のＤｅｒｏｃｅｒａｓ　ｒｅｔｉｃｕｌａｔｕｍを使用し、
桶１個当たり２本のレタス植物及び処理１回当たり２個の桶を使用して設定した。堆肥土
壌を使用して桶の底部を覆った。ナメクジを野原から集め、桶に２ｇの餌と共に加えた。
鉄ＥＤＤＳはＥＤＤＳと塩化鉄から合成した。下記の表に記載したタイプの餌は使用の前
日に作った。
【００４３】
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【表４】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４４】
桶は評価期間中はグリーンハウスに入れた。処理してから３日後及び６日後にデータを集
め、得られた結果を以下の表３及び４に示す。
【００４５】
【表５】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４６】
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【表６】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４７】
例３
桶を使用する試験を、１５匹のＤｅｒｏｃｅｒａｓ　ｒｅｔｉｃｕｌａｔｕｍを使用し、
桶１個当たり２本のレタス植物及び処理１回当たり２個の桶を使用して設定したが、硝酸
アルミニウムによる処理は２２匹のナメクジによる１回の反復試験であった。堆肥土壌を
使用して桶の底部を覆った。ナメクジを野原から集め、桶に２ｇの餌と共に加えた。桶は
実験期間中は外に置いた。下記の表に記載したタイプの餌は使用の前日に作った。
【００４８】
【表７】

10

20

30

(12) JP 3710379 B2 2005.10.26



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４９】
桶は評価期間中はグリーンハウスに入れた。処理してから３日後及び７日後にデータを集
め、得られた結果を以下の表５及び６に示す。
【００５０】
【表８】
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【００５１】
【表９】

10

20

30

(14) JP 3710379 B2 2005.10.26



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５２】
例４
桶を使用する試験を、１０匹のＡｒｉｏｎ　ａｔｅｒについて、処理１回当たり２回の反
復として設定した。桶１個当たり２本のレタス植物を置いた。堆肥土壌を使用して桶の底
部を覆った。ナメクジを野原から集め、桶に５ｇの餌と共に加えた。桶は実験期間中は外
に置いた。餌は、ナトリウムＥＤＤＳ及び鉄砂糖を水に溶解し、粉を添加し、次いでｐＨ
をＫ 2ＣＯ 3により調節することにより作った。桶は実験期間中は外に置いた。下記の表に
記載したタイプの餌は使用の前日に作った。
【００５３】
【表１０】
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【００５４】
桶は評価期間中はグリーンハウスに入れた。処理してから４日後及び６日後にデータを集
め、得られた結果を以下の表７及び８に示す。
【００５５】
【表１１】
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【００５６】
【表１２】
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【００５７】
例５
桶を使用する試験を、１０匹のＡｒｉｏｎ　ａｔｅｒについて、処理１回当たり２回の反
復として設定した。桶１個当たり１本の大きなキャベツ植物を置いた。堆肥土壌を使用し
て桶の底部を覆った。ナメクジを野原から集め、桶に５ｇの餌と共に加えた。桶は実験期
間中は外に置いた。下記の表に記載したタイプの餌は使用の前日に作った。
【００５８】
【表１３】
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【００５９】
桶は評価期間中は外に置いた。処理してから４日後及び７日後にデータを集め、得られた
結果を以下の表９及び１０に示す。
【００６０】
【表１４】
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【００６１】
【表１５】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００６２】
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例６
桶を使用する標準的な試験を、１５匹のＤｅｒｏｃｅｒａｓ　ｒｅｔｉｃｕｌａｔｕｍを
使用し、桶１個当たり１本のレタス植物及び処理１回当たり２個の桶を使用して設定した
。堆肥土壌を使用して桶の底部を覆った。ナメクジを野原から集め、桶に２ｇの餌と共に
加えた。桶は実験期間中は外に置いた。下記の表に記載したタイプの餌は使用の前日に作
った。
【００６３】
【表１６】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００６４】
処理してから４日後及び７日後にデータを集め、得られた結果を以下の表１１及び１２に
示す。
【００６５】
【表１７】
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【００６６】
【表１８】
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【００６７】
例７
桶を使用する標準的な試験を、１５匹のＤｅｒｏｃｅｒａｓ　ｒｅｔｉｃｕｌａｔｕｍを
使用し、桶１個当たり１本のレタス植物及び処理１回当たり２個の桶を使用して設定した
。堆肥土壌を使用して桶の底部を覆った。ナメクジを野原から集め、桶に２ｇの餌と共に
加えた。桶は実験期間中は外に置いた。下記の表に記載したタイプの餌は使用の前日に作
った。
【００６８】
【表１９】
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【００６９】
処理してから４日後及び７日後にデータを集め、得られた結果を以下の表１３及び１４に
示す。
【００７０】
【表２０】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００７１】
【表２１】
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【００７２】
例８
桶を使用する標準的な試験を、１５匹のＤｅｒｏｃｅｒａｓ　ｒｅｔｉｃｕｌａｔｕｍを
使用し、桶１個当たり１本のレタス植物及び処理１回当たり２個の桶を使用して設定した
。堆肥土壌を使用して桶の底部を覆った。ナメクジを野原から集め、桶に２ｇの餌と共に
加えた。桶は実験期間中は外に置いた。下記の表に記載したタイプの餌は使用の前日に作
った。
【００７３】
【表２２】
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【００７４】
処理してから４日後及び７日後にデータを集め、得られた結果を以下の表１５及び１６に
示す。
【００７５】
【表２３】
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【００７６】
【表２４】
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【００７７】
例９
桶を使用する標準的な試験を、１０匹のＡｒｉｏｎ　ａｔｅｒを使用し、桶１個当たり１
本のレタス植物及び処理１回当たり２個の桶を使用して設定した。堆肥土壌を使用して桶
の底部を覆った。ナメクジを野原から集め、桶に６ｇの餌及び２本のキャベツ植物と共に
加えた。桶は実験期間中は外に置いた。下記の表に記載したタイプの餌は使用の前日に作
った。
【００７８】
【表２５】
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【００７９】
処理してから６日後にデータを集め、得られた結果を以下の表１７に示す。
【００８０】
【表２６】
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【００８１】
例１０
桶を使用する標準的な試験を、１５匹のＤｅｒｏｃｅｒａｓ　ｒｅｔｉｃｕｌａｔｕｍを
使用し、桶１個当たり２本のレタス植物と１本のキャベツ植物及び処理１回当たり２個の
桶を使用して設定した。堆肥土壌を使用して桶の底部を覆った。ナメクジを野原から集め
、桶に２ｇの餌と共に加えた。桶は実験期間中は外に置いた。下記の表に記載したタイプ
の餌は使用の前日に作った。
【００８２】
【表２７】
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【００８３】
処理してから４日後及び７日後にデータを集め、得られた結果を以下の表１８及び１９に
示す。
【００８４】
【表２８】

10

20

30

(31) JP 3710379 B2 2005.10.26



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００８５】
【表２９】
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【００８６】
例１１
桶を使用する標準的な試験を、１５匹のＤｅｒｏｃｅｒａｓ　ｒｅｔｉｃｕｌａｔｕｍを
使用し、桶１個当たり１本のレタス植物及び処理１回当たり２個の桶を使用して設定した
。堆肥土壌を使用して桶の底部を覆った。ナメクジを野原から集め、桶に２ｇの餌と共に
加えた。桶は実験期間中は外に置いた。下記の表に記載したタイプの餌を使用の前日に作
った。
【００８７】
【表３０】
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【００８８】
処理してから４日後及び７日後にデータを集め、得られた結果を以下の表２０及び２１に
示す。
【００８９】
【表３１】
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【００９０】
【表３２】
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【００９１】
本発明の好ましい具体例を説明したが、それらの概念を導入したその他の具体例を使用で
きることは当業者には明かであろう。従って、これらの具体例は開示した具体例に限定さ
れるべきではなく、特許請求の範囲の精神及び範囲によってのみ限定されるべきのも信じ
られる。ここに引用した全ての刊行物及び特許は参照することにより全体をここに含める
ものとする。別に示してなければ、全ての重量％は全組成物についての％である。
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